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■はやくおいも焼けないかな一（大貫小学校創立125周年大貫秋祭り）

宣
●原子力防災対策について見直しを行いました

●第27回大洗町芸術文化祭
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サイクル機構に対し

万全な体制つくりを要請
10月31日、核燃料サイクル開発機構管理区域内で起こった火災について町民の皆さんにはこ

迷惑とこ心配をおかけいたしました。町からも核燃料サイクル開発機構に対し、二度とこのよう

な事故を起こさないよう万全の対策を講じることはもちろん、連絡体制においても迅速かつ正確

な情報の提供を強く要請いたしました。

Q 

l l月12日～ll月17日、サイクル機構による
説明会が町内18ヵ所で開催されました。
また夏海地区420世帯に訪問し事故についての
説明を行いました。

く）

り
ま
せ
ん

発
生
日
時 メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
屋
火
災
の
概
要

平
成
13
年
lO
月
31
日
（
水
）
午
後
8
時
42
分
頃

発
生
場
所

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
屋
ー
階

火
災
の
範
囲
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
屋
の
う
ち
、

1
階
に
設
置
さ

れ
て
い
る
機
器
洗
浄
槽
上
部
作
業
場
（
約
3
.
3
m
x
3
.
7
m
)

の
部
分
。
燃
え
た
と
み
ら
れ
る
も
の
は
、
酢
酸
ビ
ニ
ル
シ
ー
ト
、
防

炎
シ
ー
ト
、
カ
ー
ト
ン
ボ
ッ
ク
ス
（
紙
製
容
器
）
、
紙
製
作
業
着
、

コ
ム
手
袋
、
紙
タ
オ
ル
、
木
材
で
す
。

〇
施
設
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
放
出
は
な
く
、
環
境
へ
の
影
響
は
あ

（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
指
示
値
及
び
風
下
空
気
の
測
定
結
果

と
も
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
）

0
放
射
性
物
質
に
よ
る
施
設
内
の
汚
染
拡
大
は
あ
り
ま
せ
ん

火災の原因調査と今後の対応について
サイクル機構では、事故調査委員会を設置し火災の

原因を究明しています。委員会の構成はサイクル機構

内外の専門家で構成しており、 一般公開として行って

います。

①火災発生原因、火災発生後の対応、事象の進展にか

かわる事実確認

②原因究明のための実験を含む技術的調査

③事故の直接的、間接的原因を探るため、人的要因の

調査

第1回委員会

第2回委員会

第3回委員会

第4回委員会

11月 6日

1 1月 9日

11月14日

11月26日

事故調査委員会が指摘した主な問題点

作業エリアから脱落したナトリウムヘの配慮

作業用紙タオルに付着するナトリウムの見逃し

作業エリア内の多くの可燃物（延焼の助成）

ナトリウム取扱いの訓練の不十分

施設管理者と利用者の意思疎通の不足

作業実施要領書等の一部手順の変更

再発防止に向けて

事故調査委員会における徹底的な原因究明の調査に

基づき核燃料サイクル開発機構では再度ごのような事

故を起こさないよう万全の再発防止策を講じます。
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原子力事業所
事故発生時の広報体制

原子力事業所
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大洗町役場

已
戸別防災無線
e防災無線（屋外）
など

町民の皆さんへの広報時期

〇事故が発生したとき

〇環境への影響等の情報が入ったとき

0災害対策本部設圏、解散など対応に変化
の生じたとき

〇事故の拡大、衰退等の変化があったとき

0住民に退避、避難、食物摂取制限等の防
護対策を必要とするとき

0広報の時問問隔が大きく開くおそれのあ
るとき（不安解消のため定期的に広報を

実施します）

こ
の
た
び
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
の
管
理
区
域
内
に
お
け
る

事
故
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
に
つ
い
て
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
先

行
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
こ
心
配
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

ふ
ま
え
、
町
で
は
、
原
子
力
事
業
所
等
の
事
故
・
異
常
の
発
生
時
に
そ

の
情
報
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
い
ち
早
く
お
知
ら
せ
す
る
体
制
を
整
備
い

た
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
へ
迅
速
な
情
報
伝
逹
等
を
行
い
ま
す

（
 

大
洗
町
原

f
力
防
災
対
策
に
つ
い
て

見
直
し
を
＂
い
ま
し
た

原
子
力
事
業
所
に
お
い
て
異
常
、
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

原
子
力
安
全
協
定
に
も
と
づ
き
大
洗
町
役
場
に
通
報
さ
れ
る
し
く
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

通
報
さ
れ
た
異
常
、
事
故
な
ど
の
う
ち
、
今
回
の
よ
う
な
ア
ク
シ
デ

ン
ト
が
発
生
し
た
場
合
に
は
「
大
洗
町
災
害
対
策
連
絡
会
議
」
を
立
ち

上
げ
て
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
伝
達
な
ど
迅
速
な
対
応
に
つ
と
め
て

い
き
ま
す
。

な
お
、
周
辺
住
民
に
影
響
が
及
ぶ
よ
う
な
事
故
が
発
生
、
ま
た
は
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
「
大
洗
町
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置

し
、
「
大
洗
町
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）
」
に
よ
る
対
応

を
行
い
ま
す
。

問合せ

‘、

大洗町役場生活環境課

原子力防災係（内線246)

(3) 広報おおあらい 2001.12.4 
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群
馬
町
の
皆
さ
ん
に
よ
る

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

滝゚
口
保
育
園
の
園
児
た
ち
に
よ
る
熱
演

c 

群
馬
町
か
ら
も
多
く
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

し
たI

’'LL作＿＿＿＿頂
＿＿

o`

今年の文化祭はマ各展示部閂ズ趣向を

こらした体験コーナーが設置され7涼来
場竜も一緒に興味を持って作る楽しみ＇

を味おいました。

囚
穀
騒

l
月
3
日
（
文
化
の
日
）
を
中
心
に
第
27
回
芸
術
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
文
化
セ
ン
タ
ー

と
中
央
公
民
館
に
は
書
道
、
絵
画
、
工
芸
美
術
、
写
真
、

俳
句
、
短
歌
、
て
ん
刻
、
い
け
ば
な
や
小
中
学
生
の
作
品

な
ど
8
6
9
点
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、
日
本
舞
踊
や
民
謡
、

吟
詠
剣
詩
舞
、
音
楽
会
、
俳
句
会
、
短
歌
会
、
茶
会
が
大

ホ
ー
ル
等
の
各
会
場
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
山
村
暮
鳥
が
結
ぶ
文
化
友
好
の
町
群
馬
町
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
や
合
同
発
表
会
に
は
群
馬
町
か
ら
み
や
ま
ハ

ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
、
み
ど
り
会
の
皆
さ
ん
が
来
町
し
発
表

を
通
じ
て
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

ì 

第
”
回
芸
術
文
化
祭

芸
術
・
文
化
C
祭
典

体
験
を
通
し
て
芸
術
C
秋
を
楽
し
叶
ま
し
た

、r-- 、一、-:
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山日進康さんに平成13年度文化功労賞
山口進康さん（永町6区）は、第1回から現在ま

で大洗町芸術文化祭に参画、書道部審査委員を務め

られ、大洗町芸術文化協議会の副会長を歴任するな

ど、地域の文化活動を積極的に行い町の芸術文化振

興に尽力されています。

芸術文化への貢献に感謝

天
洗
町
芸
術
文
化
祭

町
の
文
化
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た
た
え
る
、
平
成
13
年
度
大
洗
文
化

功
労
賞
表
彰
式
及
び
第
27
回
芸
術
文
化
祭
入
賞
者
に
対
す
る
賞
状
授
受
式
が

11
月
4
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
化
功
労
者
1
名
、
芸
術
文
化
祭
入
賞
者
49
名
を
こ
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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〈書
道
の
部
〉

知
事
賞
小
松
崎
朝
子
（
仲
町
ー
区
）

町
長
賞
小
林
恭
子
（
矢
場
）

優
秀
賞
ー
席
2
席
3
席
4
席

奨
励
賞

鈴
木
さ
た
（
角

一
5
区）

高
柳
健
治
（
髭
釜
8
区）

川
崎
昇
（
荒
谷
）

岡
田
信
次
（
永
町
14
区）

福
地
喜
千
夫
（
永
町
ll
区）

福
本
品
代
子
（
永
町
6
区）

小
野
瀬
栄
子
（
角

一
4
区）

金
沢
重
光
（
二
丁
目
3
区）

山
戸
章
弘
（
新
町
5
の
1
)

飯
塚
祥
子
（
明
神
町
1
区）

鈴

木

憲

（

永

町

9
区）

才
田
寿
満
（
二
丁
目
1
の
1
)

飯
塚
倫
子
（
明
神
町
1
区）

〈て
ん
刻
の
部
〉

知

事

賞

加

藤

伝

（

髭

釜

2
区）

町
長
賞
會
澤
雅
美
（
永
町
l
区）

優
秀
賞
加
部
東
三
男
（
明
神
町
4
区）

奨
励
賞
飯
島
佐
智
子
（
永
町
16
の
ー
）

〈絵
画
の
部
〉

知
事
賞
大
森
清
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

町
長
賞
猿
田
和
江
（
寺
釜
ー
区
）

優

秀

賞

関

博

美

（

新

町

7
の
2
)

奨
励
賞
加
藤
木
元
一
（
寺
釜
ー
区
）

奨
励
寅
平
山
い
ね
（
新
町
5
の
2
)

〈
工
芸
美
術
の
部
〉

知
事
賞
小
滝
泰
子
（
東
光
台
2
区）

町
長
賞
山
戸
紀
子
（
金
沢
2
区）

優
秀
賞
永
井
克
子
（
新
町
ー
の
ー
）

優
秀
賞
古
渡
節
子
（
金
沢
ー
区）

優
秀
賞
飛
田
て
る
（
永
町
4
区）

奨
励
賞
田
山
杜
子
（
上
宿
2
区）

奨
励
賞
小
神
野
治
子
（
明
神
町
2
区）

奨
励
賞
大
谷
淑
子
（
成
田
）

奨
励
賞
秋
山
く
り
（
永
町
16
の
ー
）

奨
励
賞
窪
ふ
さ
子
（
永
町
13
区）

奨
励
賞
米
川
和
子
（
永
町
15
の
2
)

奨
励
賞
秋
山
喜
美
江
（
束
光
台
3
区）

〈
写
真
の
部
〉

知
事
賞
田
中

町
長
賞
神
主

優
秀
賞
桑
嶋

優
秀
賞
大
山

奨
励
賞
田
中

奨
励
賞
松
野

〈俳
旬
の
部〉

知
事
賞
岸
和
田
和
子
（
新
町
8
区）

町

長

賞

加

藤

宗

一
（
新
町
5
区）

優
秀
賞
岸
根
た
い
（
髭
釜
5
区）

〈短
歌
の
部
〉

知

事

賞

鴨

川

靖

（

蔵

前

3
区）

町
長
賞
田
部
田
す
す
ほ
（
桜
道
3
区）

優
秀
賞
庄
司
千
代
子
（
仲
町
4
区
）

奨
励
賞
川
上
ひ
さ
（
永
町
4
区）

芸
術
文
化
祭
人
賞
者

‘、

（
敬
称
略
）

一
弘
（
新
町
ー
の
ー
）

雅
央
（
祝
町
2
の
ー
）

宣
昭
（
新
町
6
の
2
)

岳
夫
（
仲
町
2
区）

啓
子
（
新
町
ー
の
ー
）

洋
治
（
祝
町
ー
区
）
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みんなの努力で

花いつばいに

い

現在、大洗町では町内16ヵ所の花壇で15団体

250名の方々が花壇の管理を行っています。夏季

と秋季の2回、 土壌づくりや花の植え込み、除草

や水やり、追肥をし、 6月にはサルビア， マリー

コールド、 l]月にはチューリップやパンジ一

ビオラなどを育てています。

このたび、大好き茨城県民会議等が主催する

「第29回花と緑の環境美化コンクール地方審査」

で大洗町漁業協同組合婦人部が優秀賞、新町6区

の2町内会 ・新町10区町内会 ・ライオンズクラ

ブ ・ココスが優良賞、恵泉保育園 ・角一高年者ク

ラブと磯浜小学校が努力賞を受賞しました。

皆さんの環境美化への取り組みにより町にやす

らぎとうるおいが生まれています。

mrで

み
ぞ
う

涸
沼
川
は
、
昭
和
61
年
の
台
風
10
号
に
よ
る
未
曾
有
の
出
水
に
よ
り
大
貫
地

区
内
で
多
く
の
土
地
が
冠
水
し
、
県
道
長
岡
大
洗
線
が
通
行
不
能
に
な
り
、
向

谷
原
地
区
に
お
い
て
は
半
数
の
家
屋
が
床
上
浸
水
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
出
水
に
備
え
る
た
め
堤
防
を
築
く
こ
と
と
し
、
国
土
交
通
省
が

事
業
主
体
と
な
り
、
約
三
億
円
の
事
業
費
と
11
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
大
貫
橋

ま
で
の
＿
連
の
築
堤
約
7
0
0
メ
ー
ト
ル
が
今
年
6
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

11
月
17
日
、
向
谷
原
地
内
に
お
い
て
地
区
住
民
の
方
や
向
谷
原
に
土
地
を
お

持
ち
の
代
表
の
方
、
築
堤
用
地
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
方
な
ど
が
出
席
さ
れ
、

涸
沼
川
向
谷
原
地
区
築
堤
竣
功
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス”

径
＂
に
対
し
安
全
な
地
区
に

ヒ

洞
沼
JII血
谷
原
地
区
築
提
が
竣
功

．．政
●
町
ト

・

••• 

（） 
茨城県水難救済会大洗支部救難所

海上保安庁長官から表彰

茨城県水難救済会大洗支部救難所は大洗サンビ

ーチ海岸沖合で発生したサーファー26名の海難

救助の功績により、海上保安庁長官表彰を受賞し

ました。

平成13年9月8日、大洗支部救難所は台風l5

号接近の悪天候の中、困難な状況下で救助活動を

行い、沖合に流されたサーファー26名全貝を無

事救助しました。

救助にあたった所員の皆さんは「海でのレジャ

ーを楽しむ時には、天候に気をつけて無理をしな

いようにお願いしたい」と語っていました。
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11月25日、恒例となった「大洗あんこう祭＆大洗サ

ンビーチMTBチャレンジ」を開催したところ、ラジオや

ポスターなどPRの効果もあり、家族連れなどで大いにに

ぎわいました。

MTBレースやビーチフットサルには県内外から多くの

方々が参加され、ギャラリーの声援を背に熱戦を繰り広

げ、また、サンドモールディングでは大人から子供まで

さまざまな砂の芸術づくりを楽しむなど、訪れた皆さん

と我が町のすばらしさを共有することができました。

今年も大洗のまつりとして花火大会やピーチバレーな

ど夏の海にちなんだイベント、八朔祭、あんこう祭など

を開催したところですが、これらのイベントは文部科学

省の地域産業育成交付金を頂いて実施しており、地域の

活性化を図るための大きな財源となっております。

このような財源を活かした取り組みとして、年明けに

お魚フェアを開催いたします。宿泊客に大洗産特選干物

をプレゼントするこの取り組みは我が町の水産加工品の

評価を高めており、また年末年始にかけて実施している

冬の味覚「あんこうフェア」とあわせて訪れた方々に大

洗の食の魅力をアピールします。

これらのフェアを通してあんこうや干物の美味しさを知った方々が知り

合いなど誘い合わせて再び大洗に訪れる一。このようなリピーターを確保

することがこれからは重要であり、一つ一つのイベントが日常的に観光客

を迎え入れるために活かされ、かつ、それを積み重ね、努力していくこと

が大切です。

来年3月には、アクアワールド大洗がオープンとなりますが、年間150

万人から200万人と予想される来場者を地域の産業に結びつけていく方

策の一つとして、水産物販売促進のための研究会をたちあげたところです。

また町内の異業種間交流の連携を密にし、地元産品を地元で消費する地

産地消の環境を高める体制づくりなど、内から我が町の活気を生み出す取

り組みを進めていきたいと考えております。

21世紀最初の一年が暮れようとしています。この1年間のこ支援ご協

力に感謝するとともに皆さんにとって新年が輝かしい年でありますようこ＊

祈念いたします。

00 

大
洗
町
長

に
ぎ
わ
い
を
活
か
し

小
谷
陸
売

元
気
な
ま
ち
に

町
統
計
調
査
員
5
名
が
、

1
月
12
日
県

民
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
第
43
回
茨
城
県
統
計
大
会
で
町
の
統
計

調
査
員
と
し
て
各
種
統
計
調
査
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た

10
月
25
日
、
磯
崎
恒
雄
さ
ん

（
一
丁
目

1
区
の
下
）
が
漁
業
経
営
調
査

（
水
産
行
政
等
の
推
進
の
た
め
の
調
査
）

の
功
績
が
認
め
ら
れ
農
林
水
産
大
臣
感
謝

状
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
知
事
表
彰
河
原
井
貞
子
さ
ん

茨
城
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

坂
本
美
代
子
さ
ん

飛
田
百
合
子
さ
ん

総
務
大
臣
表
彰

松
本
宏
子
さ
ん

経
済
産
業
省
経
済
産
業
政
策
局

調
査
統
計
部
長
感
謝
状

海
老
沢
百
合
子
さ
ん

（
 

eこ氷
年
鯰
闘
麟
籍
訂

＇ 
J
-

ヽ
J
s‘
 
C
 

海老沢さん松本さん飛田さん 河原井さん 坂本さん

‘、

i
~ 

川
上
俊
彦
さ
ん
（
永
町
3
区
）
が
申
告
納
税
制
度
の
普
及
発
展
に
努
め

ら
れ
た
功
績
に
よ
り
10
月
25
日
に
国
税
局
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

川
上
さ
ん
は
、
茨
城
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
理
事
、
水
戸
地
区
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
副
会
長
、
大
洗
町
袖
ヶ
浦
納
税
貯
蓄
組
合
組
合
長
な
ど

を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
納
税
思
想
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
上
俊
彦
さ
ん
国
税
局
長
表
彰

井
上
譲
さ
ん
農
林
水
産
大
臣
表
彰

井
上
譲
さ
ん
（
神
山
）
が
10
月
25
日
に
茨
城
県
県
北
地
方
総
合
事
務
所

に
お
い
て
｀
永
年
に
わ
た
る
農
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
こ
功
績
に
よ
り

農
林
水
産
大
表
彰
の
伝
達
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

井
上
さ
ん
は
、

12
期
34
年
に
わ
た
り
大
洗
町
農
業
委
員
会
の
委
員
と
し

て
農
業
の
振
興
等
に
尽
力
さ
れ
こ
の
間
、
大
洗
町
農
業
委
員
会
会
長
、
水

戸
農
業
協
同
組
合
理
事
等
を
歴
任
。
現
在
も
大
洗
町
の
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

的
役
割
を
担
い
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

(7) 広報おおあらい 2007.12.4 



．．． 
い
つ
の
間
に
庭
濡
れ
て
ゐ
る
夕
時
雨

束

光

台

大

川

た

か

著
ぶ
く
れ
し
似
顔
絵
描
に
客
の
な
く

夏
海
大
貫
千
代
子

〔
評
〕
冬
ざ
れ
の
都
会
の
一
角
が
、
著

ぶ
く
れ
た
一
人
の
似
顔
絵
師
を
立
た
せ

た
こ
と
で
明
瞭
に
描
出
さ
れ
た
。
木
枯

し
の
音
も
聞
え
て
来
そ
う
で
あ
る
。

落
葉
踏
む
音
軽
く
な
り
重
く
な
り

髭

釜

川

崎

京

子

〔評
〕
散
り
積
っ
た
落
葉
を
踏
ん
で
寒

か
さ

林
を
行
く
。
そ
の
嵩
の
厚
薄
に
よ
っ
て

踏
む
靴
音
に
軽
重
の
違
い
が
生
す
る
。

い
よ
い
よ
冬
本
番
。

大
ひ
ね
り
小
ひ
ね
り
風
の
秋
桜

明
神
町
小
松
崎
美
代

〔
評
〕
コ
ス
モ
ス
が
秋
風
に
欝
ら
れ
て

ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
と
花
を
揺
ら
し
て
い

る
。
そ
の
長
々
し
い
茎
が
、
大
ひ
ね
り

小
ひ
ね
り
し
て
い
る
。

折
々
の
落
葉
の
風
の
茶
店
か
な

東

光

台

田

中

勝

枝

〔
評
〕
峠
の
茶
屋
に
吹
く
風
は
、
き
ま

っ
て
木
の
葉
を
乗
せ
て
吹
い
て
く
る
。

風
の
音
と
は
、
茶
店
の
ト
タ
ン
屋
根
を

打
つ
木
の
葉
し
ぐ
れ
の
音
な
の
で
あ

る
。

嫌
埴

（
 

う
ね
り
く
る
浪
音
も
又
秋
の
声

新

町

岸

和

田

和

子

ろ櫓
の
音
の
ひ
び
き
伝
う
る
秋
の
風

角

一

鈴

木

さ

た

い
ざ
よ
い

十
六
夜
や
海
満
面
の
輝
き
に

髭
釜
岸
根
世
司
子

み

こ

翻
る
巫
女
の
緋
袴
秋
の
風

桜

道

真

田

騨

子

面
影
を
偲
ぶ
三
代
句
碑
の
秋

新

町

加

藤

宗

う

故
郷
に
熟
れ
柿
の
あ
り
母
の
在
り

桜

道

桑

名

渓

水

〔
評
〕
余
り
の
静
け
さ
に
、
ガ
ラ
ス
戸

越
し
に
庭
を
覗
く
と
、
い
つ
降
り
出
し

た
か
し
ぐ
れ
が
、
音
も
な
く
庭
木
を
、

庭
石
を
し
っ
と
り
と
濡
ら
し
て
い
た
の

だ
。

金

沢

猿

田

俊

子

〔
評
〕
子
の
服
に
び
っ
し
り
と
附
着
し

とげ‘

て
い
る
い
の
こ
づ
ち
の
棘
々
が
｀
こ
の

子
の
今
ま
で
遊
ん
で
い
た
場
所
を
物
語

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

i
も
蓄
こ
量
霧
璽
量
墨
露
覆
繁
裔
嶺
翌
登
贋

リ
っ

、
青

｀
 
｀
 

し

子
の
遊
び
を
り
し
場
所
知
る
い
の
こ
づ

ち

芸
術
文
化
祭
の
折
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
の

投
句
を
掲
載
し
ま
す
。
今
後
も
役
場
町

長
公
室
俳
句
係
宛
、
ハ
ガ
キ
一
枚
へ
三

句
迄
を
書
き
、
氏
名
、
町
内
名
を
明
記

し
て
御
投
句
下
さ
い
。

文
化
祭
い
つ
も
と
ち
が
う
た
の
し
さ
だ

磯

小

四

年

田

口

睦

秋

の

夜

き

ら

き

ら

光

る

町

の

中

運

動

会

賞

品

の

山

わ

れ

う

れ

し

大
洗

一
中

鈴

木

美

里

大

貫

菅

谷

佐

斗

志

萩

白

し

好

文

の

名

に

襟

正

し

葱

坊

主

ゆ

れ

て

子

猫

ら

遊

び

を

り

運

動

会

み

ん

な

な

か

よ

く

楽

し

い

日

桜

道

上

野

君

枝

磯

浜

宮

山

節

子

大

貫

菅

谷

啓

子

●
使
株
亀
泉
進

佳

き

友

に

恵

ま

れ

今

日

も

秋

の

旅

烏

山

美

玉

の

湯

に

て

紅

葉

狩

秋

終

り

あ

ざ

や

か

も

み

じ

葉

が

お

ち

る

蔵

前

巴

山

佳

風

三

村

将

夫

大

洗

一

中

加

藤

佳

奈

2001.124 

呼
ぶ
声
の
し
て
振
り
返
る
秋
の
浜

永

町

浅

見

三

千

子

七

五

三

孫

の

姿

に

見

惚

れ

け

り

秋

だ

よ

ね

秋

の

お

い

も

が

お

い

し

い

ね

磯

浜

樫

村

悦

子

神

山

大

貫

あ

お

い

み
ん
な
の
ひ
ろ
は

新

町

酒

井

省

フ
ェ
リ
ー
の
灯
闇
に
こ
ぼ
る
る
無
月
か

な

は

短
冊
の
墨
あ
と
美
し
き
文
化
の
日

大

貫

石

崎

保

子

三

村

住

江

い
そ
は
ま

吉

川

香

純

う
ん
ど
う
会
か
け
っ
こ
つ
な
引
き
が
ん

ば
る
ぞ

広報おおあらい (8) 
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町
長
賞

「夏
目
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興
」

小
林
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知
事
賞
「
項
任
詩
」

小
松
崎

朝
子

゜

錐
27
回
大
浣
町
苦
璽

x化
g
＿
可
ハ
賞
作
品

書
道
の
部

i
j
j羞
勺
ぶ

j

ゎ~
1
1
葱

‘,1
.）
孔
斤
~

り

ほ
旦ふ
！

ぎ

3

)

9

尻
淳
む
●
心
ぷ〖

駕
裏
J
'

；
羹
斤
↓
イ
'[L
/
t
召
且

¢
•
キ

g

ィ
，

｀
ぎ
i

ー
，
吼
的
扉

3
ク

・
ぷ
―

,；ぷ[:
笑
急
梵
向
臼
ふ
';
¥
,
i
炉

．
，＂
‘り

ノ
’

めんさわ はづき

面澤 葉月ちゃん
（新町12区 2歳3ヶ月）

お父さん 孝仁 お母さん 恵子

「健康で明るい女の子に育ってね。」

ァ
イ
ド
ILI・

おおしま ともや

大島朋也＜ん
（前原3区 2歳3ヶ月）

お父さん 大 お母さん ユキ江

「仮面ライダーが大好き。得意な遊びはヒー

ローこっこです。」

゜

(9) 広報おおあらい 2001.12.4 



（
 

名曲コンサートと
オペラの楽しみ
l l月12日、大洗文化センターで大洗町中学

生芸術鑑賞の集い「名曲コンサートとオペラの

楽しみ」が開催されました。5名のソリストが、

「赤とんぽ」や「川の流れのように」などの日

本の唄や、世界の名曲、歌劇 「蝶々夫人」の名

場面を披露し、美しい歌声を密かせました。初

めてオペラを観た中学生の中には心地よさの

あまり眠気を催す生徒もいましたが、心豊かで

有意義な時間を過こしていました。

3年度•茨城只芸術祭参随

名薗コンサート
大洗町中学生

とオベうo
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県立自然公園
美化清掃

l l月18日、大洗県立自然公園保護管理協議

会の主催による大洗海岸の美化清掃が行われま

した。お正月に大洗の美しい浜辺で初日の出を

見てもらおうと、 130名を超えるみなさんがボ

ランティアで海岸のゴミ拾いに参加しました。

清掃の後には県立自然公園に関するクイズ大会

やビンゴゲームが行われ、正解した方々には協

議会加盟5市町村の特産品などが贈られました。

2001.124 広報おおあらい (l 0) 



大洗歩く会

ウォーキング
l l月18日、大洗歩く会が主催する第4回ウオーキ

ングが行われました。今回は98名の健脚自慢が集まり、

大洗鹿島線に揺られて鹿島神宮駅に向かいました。眼

下に北浦を望む鹿島城跡にある城山公園をぬけ、鹿島

神宮や県立カシマサッカースタジアムを巡り、休憩を

はさみ約5時間さわやかな汗を流しました。およそ

l 0kmの道程でしたが坂道が多く、足i要が鍛えられた

のではないでしょうか。

戦没者追悼式

l l月13日、大洗文化センターにおいて、先の大戦での

778名の犠牲者を悼み、戦没者追I'卓式がとりおこなわれま
おこそ

した。厳かな雰囲気の中、参列した方々は在りし日のこ家

族や友人に思いをはせながら、鎮魂と恒久平和を願いまし

た。現在、世界の各地で多くの尊い命が犠牲になっていま

す。私たち日本人は「二度と過ちはおこしませんから」と

誓ったことを心に刻み、永久に忘れてはいけません。

第16回大洗町近郊少年柔道大会
l l月ll日、総合運動公園体育館において大洗町

近郊少年柔道大会が開かれました。町内をはじめ、

水戸市や友部町、桂村など3市6町l村から416名

の園児、小・中学生が参加して、 熱戦が繰り広げら

れました。ミュンヘンオリンピック柔道中量級金メ

ダリストの関根忍さんが見守るなか、「1本勝ち」の

好試合が続いた会場は、各選手の気合いと応援席か

らの大きな声援で熱気にあふれていました。

(l l) 広報おおあらい 200l 124 
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2
月
2
日
（
土
）

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

2
月
11
日
（
月
）

茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格
／
自
由
参
加

(18
歳
以
上
）

出
場
人
員
／
4
0
0
名

参
加
料
／
2
、
5
0
0
円

申
込
締
切
／
1
月
lO
日
（
木
）

入
場
券
の
求
め
方
／
決
戦
会
場
で
の
当

日
入
場
券

(
2
、
5
0
0
円
）
お
よ
び

前
売
券

(
2
、
0
0
0
円
）
は
各
民
謡

団
体
ま
た
は
商
工
観
光
課
、
大
洗
町
観

光
協
会
ま
で
。

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
2
)

決
戦
会

日
時
／

予
選
会

3
日
（
日
）

第
23
回
磯
節
全
国
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

くらしの情報
INFORMATION 

大洗町役場合267-5111

（
 

平
成
13
年
中
に
、
家
屋
の
全
部
ま
た

は

一
部
の
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
場
合
、

そ
の
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、

次
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
家

屋
滅
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届

出
用
紙
は
税
務
課
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。
問
合
せ
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
内
線
ー
4
4
)

今
年
も
12
月
1
日
よ
り
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、
地

域
福
祉
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
あ
て

ら
れ
ま
す
。
恵
ま
れ
な
い
方
々
が
明
る

い
正
月
を
迎
ス
ら
れ
る
よ
う
配
分
し
ま

す
の
で
、

12
月
14
日
（
金
）
頃
ま
で
に

寄
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

受
付
／
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
内

共
同
募
金
会
大
洗
町
分
会

（
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
ー
階
）

6

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

振
込
先
／
常
陽
銀
行
大
洗
支
店

（
普
通
）

4
8
0
8
1
6

共
同
募
金
会
大
洗
町
分
会

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

会

長

小

谷

隆

亮

＊
入
金
を
確
認
後
、
領
収
書
を
発
行
し

ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に

こ
協
力
お
願
い
し
ま
す

固
定
資
産
税
の

家
屋
滅
失
届
に
つ
い
て

大
洗
町
成
人
式
の
お
知
ら
せ

日
時
／
平
成
14
年
1
月
13
日
（
日
）

午
後
1
時
＼

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
—

該
当
者
／
昭
和
56
年
4
月
2
日
1
昭
和

57
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

6

(2
6
7
)
0
2
3
0
 

点
灯
期
間
・
時
間
／

（
冬
季
）

12
月
16
日
1

平
成
14
年
3
月
31
日

午
後
5
時
＼
午
前
1
時

*
1
2
月
31
日
1
1
月
3
日
は
午
前
6
時

ま
で
点
灯
し
ま
す
。

（
夏
季
）
平
成
14
年
6
月
1
日
1

平
成
14
年

8
月
31
日

午
後
7
時
1
午
前
ー
時

＊
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
開
催
に

伴
い
夏
季
点
灯
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
／
キ
ラ
キ
ラ
橋
実
行
委
員
会
事

務
局

C

(
2
6
3
)
7
8
l
l

2
0
0
2
大
洗
の
初
日
の
出

新
年
の
初
日
の
出
を
見
に
来
ら
れ
た

お
客
様
に
、
樽
酒
や
甘
酒
、
ハ
マ
グ
リ

汁
を
サ
ー
ビ
ス
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
平
成
14
年
1
月
1
日

午
前
5
時
30
分

1

場
所
／
大
洗
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
脇

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
2
)

キ
ラ
キ
ラ
橋
＼
海
門
橋

N
I
G
H
T
L
I
V
E
 

‘̀ 

17
旦
月
）

年
末
年
始
の
各
種
業
務
日
程

〇
役
場

＿
般
業
務

年
末
／
12
月
28
日
（
金
）
ま
で

平
常
業
務

年
始
／
1
月
4
日
（
金
）
よ
り

平
常
業
務

問
合
せ
／
総
務
課
（
内
線
2
3
l
)

0
ご
み
収
集
業
務

12
月
29
日
か
ら

1
月
3
日
ま
で
こ

み
収
集
業
務
は
お
休
み
で
す
。

年
末
／

燃
ス
な
い
ご
み

12
月
26
日
（
水
）
全
町
収
集

燃
え
る
ご
み

12
月
27
日
（
木
）

月

・
木
曜
日
地
区
収
集

12
月
28
日
（
金
）

火

・
金
曜
日
地
区
収
集

焼
却
場
へ
の
こ
み
の
搬
入

12
月
29
日
（
土
）

1
時
30
分
ま
で

年
始
／
1
月
4
日

（
金
）
よ
り

平
常
業
務

*
1
2
月
24
日
（
月
）
は
振
替
休
日
で

す
が
、
月

・
木
曜
日
地
区
収
集
を

行
い
ま
す
。

合

一
般
家
庭
処
理
困
難
ご
み
臨
時
収
集

日
時
／
12
月
23
日
（
日
）

午
前
8
時
＼
午
前
10
時

収
集
場
所
／
町
内
指
定
13
箇
所

（
事
前
に
こ
確
認
く
だ
さ
い
。）

対
象
／
バ
ッ
テ
リ
ー
、
消
化
器
｀
ペ

ン
キ
缶
、
物
干
し
台
（
家
電
4
品
目

お
よ
び
事
業
所
か
ら
の
こ
み
は
対
象

外
で
す
。）

問
合
せ
／

生
活
環
境
課
（
内
線
2
4
5
)

大
洗

・

旭
•

水
戸
環
境
衛
生
組
合
（
焼

却
場
）

6
（2
6
7
)
2
8
9
8

0
斎
場
お
よ
び
火
葬
業
務

年
末
／
12
月
31
日
（
月
）
ま
で

年
始
／
1
月
4
日
（
金
）
よ
り

＊
火
葬
許
可
申
請
の
手
続
き
を
前
日

ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
大
洗
町
斎
場

6

(
2
6
7
)
0
4
0
9
 

〇
犬
猫
の
引
き
取
り
に
つ
い
て

年
末
／
12
月
26
日
（
水
）
ま
で

年
始
／
1
月
7
日
（
月
）
よ
り

問
合
せ
／
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

6
0
2
9
6
(
7
2
)
1
2
0
0
 

〇
図
書
室

休
館
日
／
12
月
10
日
（月）

.24
日
（月）

1
月
7
日
（月）

・
14
日
（
月
）

12
月
28
日
（
金
）
1
1
月
4
日
（
金
）

貸
出
時
間
／
午
前
9
時
30
分
1

午
後
4
時
30
分

貸
出
期
間
／
2
週
間

(
l
人
3
冊）
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水゚ ，I （こ宅冬
夜に冷え込み気温が氷点下5度以下になると、凍

結による水道管の破裂が多くなります。

特に、風当たりの強いところや日陰、北側にある

水道管や量水器には、早めに冬支度をしてください。

を

防寒具はこのように…

▼水道管に防寒貝をつけてい

ないご家庭は、早めに町指定

の給水装置工事事業者に依頼

し、保温材を取リ付けるよう

お勧めします。

▼水抜き装置の付いていない

屋外用の立上リ管は、不凍水

栓 （立上リ管の中の水を抜い

て凍結を防ぐ）に取リ替えるようお勧めします。

▼量水器は、ビニール袋に発泡スチロールやぼろ布

をつめたものを量水器の箱の中に入れ、さらにダン

ボールなどをのせて保湿してください。

＼ゞ
レ
ブ

ー
）

法方
ビ
＿
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
く

温保の管り上立

量水器の保温方法

ダンボール
（ビニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る
）

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど

凍って水が出ないときは…

水道管や蛇口にタオルなどを巻き、蛇口を胴け、

その上からぬるま湯をかけて溶かしてください。直

に熱湯をかけると水道管が割れることがあリます。

漏水の場合は、量水器の中にあるバルブを右に回す

と水が止まリます。

給水装置はみなさんの財産

家庭内に引き込まれた給水管とその管に取リ付け

られている止水栓や置水器 (EllJの貸与品）、蛇□な
どの給水装置はみなさんの財産です。給水装置の新

設や改造、修理工事はE!lJ指定の給水装置工事事業者

が行い、費用はみなさんの負担になリます。

朝一番の水は飲水以外に使いましょう

昭和43年から49年に施工されたご家庭の水道管は、

鉛管が使用されている可能性があリます。この水に

は微量の鉛が溶け出していることがあリます。健康

上は周題あリませんが、念のため朝一番や長期間留

守にした場合、バケツー杯分の水道水は飲み水以外

にお使いください。

問合せ 水道課 fl267-5125

児
董
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な

ど
に
よ
り
父
親
と
生
計
を
と
も
に
し
て

い
な
い
児
童
の
母
、
あ
る
い
は
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
対
し
、
児
菫
の
健
や
か
な
成
長
を
願

っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

■受
給
資
格
者

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
「
18
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
て
か
ら
最
初
の

3
月
31

日
ま
で
に
あ
る
児
童
」
を
監
護
し
て
い

る
母
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
す
。
但
し
、

児
童
に
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
場
合

に
は
、

20
歳
未
満
ま
で
と
な
り
ま
す
。

こ
存
知
で
す
か

児
童
扶
養
手
当

゜

な
お
、
受
給
者
、
児
童
と
も
に
国
籍

は
問
い
ま
せ
ん
。

父
母
が
離
婚
し
た
児
童

父
が
死
亡
し
た
児
童

父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
菫

父
が
1
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
児
童

父
が
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児

童母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

母
が
懐
胎
し
た
当
時
の
事
情
が
不
明

な
児
童

■手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

児
童
お
よ
び
母
（
養
育
者
）
が
日
本

国
内
に
住
所
を
有
さ
な
い
と
き

児
童
お
よ
び
母
（
養
育
者
）
が
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

児
童
が
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金

の
加
算
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き

児
童
が
母
の
配
偶
者
（
事
実
上
、
婚

姻
関
係
に
あ
る
者
を
含
む
）
に
養
育

さ
れ
て
い
る
と
き

児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
な

ど
、
受
給
資
格
者
が
養
育
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
手
当

て
を
受
け
る
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
昭
和
60
年
8
月
1
日
以
降
に

受
給
対
象
者
と
な
っ
た
方
は
、
該
当
に

な
っ
た
日
か
ら
5
年
以
内
に
手
続
き
を

し
な
い
と
認
定
の
請
求
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

手
当
の
額
は
対
象
児
童
の
人
数
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
受
給
資
格
者

や
、
そ
れ
と
同
居
の
扶
養
義
務
者
の
所

得
の
額
に
よ
り
手
当
の
支
給
が
制
限
さ

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
末
満
の

全
て
の
人
が
加
入
し
て
共
通
の
「
基
礎

年
金
」
を
受
け
る
制
度
で
す
。
会
社
員

や
公
務
員
で
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
る
人
も
同
時
に
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
ま
す
。

学
生
も
20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
す

。
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
手
当
は
、

資
格
が
あ
っ
て
も
請
求
し
な
い
限
り
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
受
給
者
の
要
件
に
よ

り
提
出
す
る
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で

詳
し
く
は
福
祉
課
社
会
福
祉
係
へ
お
た

す
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
福
祉
課
（
内
線
ー

5
l
)

平
成
3
年
4
月
か
ら
学
生
の
方
も
20

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
学

生
期
間
の
加
入
に
よ
り
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
、
ま
た
万

一
、
病

気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
と
な
っ
て
も
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
満
20
歳

に
な
っ
た
ら
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
な
い
方
に
年
金
手
帳
と
保

険
料
の
納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

基
礎
年
金
番
号
制
度
が
導
入
さ
れ
一
生

涯
ひ
と
つ
の
年
金
番
号
と
な
っ
て
い
ま

す
。
厚
生
年
金
な
ど
へ
の
異
動
の
際
は

必
す
基
礎
年
金
番
号
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
住
民
課
国
民
年
金
係

（
内
線
l
l
4
)
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Q. 短期入所サービス（ショー トステイ）の支給限度額が変わると聞きましたが、いつから、どのように変わ
るのですかつ

A. 現在、在宅介護で利用できる訪問通所サービスと短期入所サービスの利用の上限は、別々に設けられてい
ます。そのため、要介護認定の有効期間中、初めのうちに短期入所サービスを利用してしまうと、あとで短

期入所サービスが利用できなくなってしまうということがありました。

そこで、平成14年1月l日からは訪問通所サービスと短期入所サービスを1つの居宅サービスとしてまと

めて、支給限度額も月単位に統一されることになりました。

2つのサービスが一本化されることによって、その要介護度に応じた支給限度額の範囲内ならば、 lヶ月に

短期入所サービスをどの程度利用するかは、利用者が自由に決められるようになります。ただし、居宅サー

ビスは利用者が家庭で自立した日常生活を送ることを目的としたサービスであることから、原則として、次

の条件が付きます。

①連続した短期入所サービスの利用は30日までとする。

され全額自己負担）

②短期入所サービスの利用日数は、約6ヶ月間の要介護認定期閻中のおおむね半数を超えないようにする。

(31日目以降については、保険支給の対象外と

（ 

【現行］ 【改正後】

訪問通所サービス 短期入所サービス 居宅サービスの支給限度額 ※短期入所サービスの
の支給限度額 利用限度日数 ［訪問通所サーピス／短期入酋サーピス］ 最大利用可能日数

要支援 61,500円／月 7日／6ヶ月 61,500円／月 6日／月

要介護l 165,800円／月 14日／6ヶ月 165,800円／月 16日／月

要介護2 194,800円／月 14日／6ヶ月 194,800円／月 18日／月

要介護3 267,500円／月 21日／6ヶ月 267,500円／月 24日／月

要介護4 306,000円／月 21日／6ヶ月 306,000円／月 27日／月

要介護5 358,300円／月 42日／6ヶ月 358,300円／月 30日／月

※lヶ月あたりの支給限度額の範囲内で、短期入所サービスのみを利用した場合の最大利用可能日数

‘、
相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

ー
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後
ー
時
30
分

1
3
時

*
1
2
月
14
日
（
金
）
の
み
弁
護
士
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
（
要
予
約
）
相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

C

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

▽
図
書
寄
贈
△

（
平
成
13
年
8
月
1
1
0
月

・
順
不
同
）

関
根
雄
一
郎
さ
ん
鬼
沢
伸
一
さ
ん

江
口
患
子
さ
ん
蔵
野
み
の
り
さ
ん

み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し

こ。r
 

▽
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
△

み
な
さ
ん
の
こ
家
庭
に
眠
っ
て
い
る

本
を
図
書
室
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い

。

「生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
の
古

本
市
で
リ
サ
イ
ク
ル
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▽
お
も
ち
ゃ
の
寄
付
に
こ
協
力
を
△

「子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
く

す
く
」
は
、
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
い
時

間
を
過
こ
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
家
庭

で
使
わ
な
く
な

っ
た
お
も
ち
ゃ
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
寄
付
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

生
涯
学
習
課
の
お
知
ら
せ

心
配
こ
と
相
談

ゆ
っ
く
ら
健
康
館
憐
輯

元
旦
、

2
日
は

朝
8
時
か
ら
オ
ー
プ
ン

【
年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て
】

〈営
業
日
〉

0
12
月
26
日
（
水
）
は
定
休
日
で

す
が
、
営
業
い
た
し
ま
す
。

0
1
月
1
日
（
火
）
、

2
日
（
水
）

午
前
8
時
1
午
後
5
時

・
お
し
る
こ
無
料
サ
ー
ビ
ス

•
こ
の
2

日
間
は
カ
ラ
オ
ケ
を
休

止
い
た
し
ま
す
。

0
1
月
3
日
（
木
）
か
ら
通
常
営

業
時
間
と
な
り
ま
す
。

〈休
館
日
〉

0
12
月
28
日
（
金
）

1
3
1
日
（
月
）

年
末
定
休

0
1
月
8
日
（
火
）
臨
時
休
業
日

【
プ
ー
ル
の
臨
時
閉
鎖
に
つ
い
て
】

12
月
27
日
（
木
）
は
プ
ー
ル
の

排
水
清
掃
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

享
ど
も
の
プ
—
ル
開
放
に
つ
い
て
】

1
月
1
日

（火）

1
6
日
（
日
）

は
お
子
さ
ん
の
プ
ー
ル
利
用
が
で

き
ま
す
。
（
午
前
10
時

1
午
後
3

時）【12
月
の
催
し
に
つ
い
て
】

〇
ゆ
す
湯
に
入
ろ
う
！

12
月
22
日
（
土
）
、
23
日
（
日
）

0
第
2
回
ク
リ
ス
マ
ス

こ
ど
も
カ
ラ
オ
ケ
大
会

12
月
22
日
（
土
）
午
後
ー
時
1

＊
小
学
生
以
下
の
み
な
さ
ん
の
出

場
募
集
中
で
す
。

200 l. 1 24 広報おおあらい (14) 
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仕
氏同参廟ダi 魯ヽxL忍
両 。1.12

きらきら大洗
ネットワーク報告 ② 

「日本女性会議2001みと」に出席して

大貰 洋子

G 匡l醗:ミ玩
国際協力とネットワーク

私
は
、
こ
の
2
日
間
の
講
演
会
に
出

席
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
の

中
で
最
も
有
意
義
な
時
間
を
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

1
日
目
の
山
田
先
生
の
パ
ラ
サ
イ
ト

シ
ン
グ
ル
の
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
親
元
で
ぬ
く
ぬ
く
と
響
ら
し
続
け
る

現
代
の
子
ど
も
た
ち
。
自
分
の
遊
び
の

費
用
ま
で
も
親
か
ら
捻
出
さ
せ
る
こ
と

な
ど
か
ら
は
充
足
感
を
全
く
受
け
な
い

と
、
子
ど
も
た
ち
自
身
も
言
っ
て
い
る
。

親
に
し
て
も
、
子
ど
も
に
お
金
を
与
え

る
こ
と
は
、
自
分
に
投
資
す
る
よ
り
楽

な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か

も
知
れ
な
い
。
外
国
の
方
々
か
ら
見
た

日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
、
実
に
楽
を
し

て
い
る
よ
う
に
写
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、

い
つ
ま
で
も
親
元
か
ら
離
れ
す
に
暮
ら

バ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
ク
ル ゜生

命
の
尊
さ

国
際
交
流

し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
自
立
し
た

暮
ら
し
を
し
て
こ
そ
充
実
し
た
楽
し
い

人
生
を
送
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。」

こ
の
話
に
は
実
に
納
得
し
ま
し

た。
2
日
目
は
第
ー
分
科
会
・
国
際
交
流

に
参
加
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
あ
こ
が

れ
て
い
た
高
島
肇
久
氏
の
す
ば
ら
し
い

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
お
聞
き
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
話
の
内
容
は
、
あ

の
忌
ま
わ
し
い
テ
ロ
事
件
に
つ
い
て

で
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
報
道
さ
れ
な

い
、
国
連
の
存
在
や
披
害
者
救
助
の
状

況
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
深
く
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。

N
K
w
代
表
の
渡
辺
さ
ん
は
「
選
挙

は
ー
票
の
重
さ
を
自
分
自
身
で
責
任
を

取
る
気
持
ち
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
投
票
率
の

低
さ
は
国
民
が
政
治
に
無
関
心
で
あ
る

こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
私
た
ち

一
人
ひ

と
り
が
も
っ
と
政
治
に
深
く
責
任
を
持

つ
べ
き
で
あ
る
と
受
け
止
め
ま
し
た
。

全
体
会
で
の
澤
地
久
枝
さ
ん
の
基
調

講
演
に
は
感
動
し
ま
し
た
。
澤
地
さ
ん

は
3
度
の
大
手
術
を
克
服
さ
れ
、
す
っ

と
執
筆
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
私
も

彼
女
の
図
書
は
何
冊
か
読
ん
で
お
り
ま

す
。「
21
世
紀
は
生
命
の
世
紀
。
見
返

り
を
求
め
す
に
相
手
を
思
い
や
る
力
と

し
て
の
母
性
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
今

回
の
テ
ロ
事
件
を
発
端
に
戦
争
を
起
こ

し
て
は
い
け
な
い
。
私
た
ち
が
個
人
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
、
言
葉
で
命
の
大

切
さ
を
話
し
合
う
こ
と
。
そ
れ
が
平
和

運
動
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
ま
し
た
。
命
に

つ
い
て
の
心
か
ら
の
言
葉
に
は
胸
が
熱

く
な
る
思
い
で
し
た
。

後
半
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
長
谷

川
幸
介
さ
ん
、
保
健
学
博
士
の
菅
原
さ

ん
、
澤
地
さ
ん
を
交
え
て
の
本
音
ト
ー

ク
を
聞
け
ま
し
た
。
嫌
味
な
く
率
直
に

個
人
に
立
ち
入
り
、
早
速
応
答
の
実
に

楽
し
い
話
で
、
み
な
さ
ん
が
、
な
ん
て

素
敵
な
人
生
を
送
っ
て
い
る
の
か
し
ら

と
｀
つ
い
羨
ま
し
く
思
っ
た
ほ
ど
で
す
。

私
た
ち
が
個
人
と
し
て
ど
う
生
き
る

か
。
他
を
追
随
す
る
の
で
は
な
く
、
自

分
の
言
葉
で
話
し
、
自
分
ら
し
く
生
き

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
自
分
の

生
き
方
を
考
え
直
す
機
会
を
与
え
ら
れ

た
2
日
間
で
し
た
。

鵞
Bキ＊性令tA2009みと と9

世紀を拓こうあなたと偕に
葦• I B亭貪a●置2001みと賓斤●●●●亭戸弓

●大洗文化センター● 合266-2442

月 日躍 催 事 内容 開始時間 開催場所 入場方法

映画上映会 慮l030~
ホール 有料12 23 日

「仮面ライダーアギト」 2欝13:30~

l 13 日成人式 1 300 ~ （予足）ホール 関係者

固定資産税（第3期）

納期は12月25日までです。

国民健康保険税（第6期）
介護保険料（第6期）
国民年金 (12月分）

納期は12月28日までです。

(l 5) 広報おおあらい 2001.12.4 
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［ 暗黒の海 --7

（
 

まず、幻想的な雰囲気

をかもしだすクラゲの水

槽や妖しい光を放つ発

光魚の水槽がみなさんを

神秘の世界へと導きます。

そして、海の生き物が暗

闇に浮かび上がるルミナ

イトトンネルを通り抜ける E 

と、水深1,000mを超える、 -噸ゞゾ ’̀―-

—-全く光の届かない深海 '.'.-_--, ¥. 

の世界が目の前に広がります。なかでも圧巻なのは、80インチ3面マルチスクリーンで

展開されるマッコウクジラとダイオウイカの戦いをテーマにした映像で、最新のコンピ

ュータグラフィックを駆使した、迫力満点の映像を存分に楽しむことができます。その

他にも深海にすむ不思議な形をした生き物たちを見ることができ、今までにない感動

と体験がみなさんを待ち受けています。

〔入館料〕

種別 個人 団体 学校特割

大 人 1,800円 1,400円 ／ 
小中学生 900円 700円 600円

幼 児 300円 250円 200円

・料金は消費税が含まれています。

・団体は20人以上です。

・幼児は3歳以上です。

・学校特割とは、保育所、幼稚園、

小・中学校の学校行事として利用

する場合です。

‘、 アワアワー）レド
茨城県大洗ホ族館

www.net-ibaraki.ne.jp/oaraiaqm 
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